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シシナナダダレレススズズメメガガヤヤ抜抜きき取取りり作作業業とと  

カカワワララノノギギクク観観察察会会ののおお知知ららせせ  
 
 

鬼怒川上流の礫河原に自生するカワラノギクは、レッドデータブックに記載される絶

滅危惧種ですが、昨今、外来種であるシナダレスズメガヤの侵入、蔓延で生育適地を追

われ、衰退の一途をたどっていました。 

このような状況から、下館河川事務所では平成 14 年度から鬼怒川の高水敷を人工的

に礫河原に戻し、東京大学保全生態学研究室や地元の「うじいえ自然に親しむ会」とと

もに、カワラノギクの保全エリアとしてシナダレスズメガヤの除去を開始し、近年は、

上記団体を中心に毎年除去を行っています。 

今年度も、下記内容で開催しますので、奮ってご参加下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          
 
 
お問合せ先  ※特に雨天時における中止については前日までにお問い合わせ下さい。 

うじいえ自然に親しむ会 （事務局：さくら市ミュージアム） 

TEL 028-682-7123  FAX 028-682-7854 

昨年のシナダレスズメガヤ除去作業
の様子（H2４.10.1４） 

日時：平成 2５年 10 月 1３日（日） 

場所：東京大学カワラノギク実験地、民家広場 

時刻：9：00～15：00 

内容：   シナダレスズメガヤ除去 

 カワラノギク観察会 

 勝山鍋 

 専門家による講話、及び意見交換会 

（さくら市ミュージアム内） 

※裏面に位置図を掲載 

カワラノギク シナダレスズメガヤ 

お昼の勝山鍋 
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集合場所位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持ち物 

●作業着（汚れても良い服装、靴） ●帽子 ●軍手 ●タオル ●飲み物 

●昼食用のおにぎり（さくら市ミュージアム民家広場にて勝山鍋を用意しています）

鬼怒川 

東京大学カワラノギク実験地 

氏家大橋下を上流へ向かい 300ｍ 

さくら市ミュージアム 

-荒井寛方記念館- 

看板があります 氏家大橋 

集合場所：9:00 集合 

氏家大橋の橋詰の下

流側から車で河川敷

に降りることが可能 


